
PE53 教心第 58 回総会（2016) 

― 532 ― 

いじめ経験尺度作成の試み 
―３つの下位概念と定義の違いを考慮して― 

水谷聡秀（関西大学） 
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問   題 
 いじめの分類は研究者によって異なる。先行研
究では，言語的いじめと関係性いじめは，探索的
因子分析により同一の因子として抽出されている
が（e.g. 本間，2003），関係性いじめは言語的いじ
めとは別の構成概念として扱われていることが多
い（e.g. Wolke, et al., 2000）。そこで，本研究では，
身体的，言語的，関係性いじめの領域に分け，検
証的因子分析を行い，因子構造を検討する。また，
いじめの定義には，森田・清永（1986）や海外の研
究に多い力の不均衡を含むものや，いじめ防止対
策推進法のようにこの特徴を含まないものがある。
この違いも考慮した上で妥当性を検討する。 

方   法 
調査参加者 2016年１月に大阪府下の大学生207
名が調査に参加した。回答不備の者を除き177名
（男性61名，女性116名）を分析対象とした。質問紙 
中学生の頃の学校でのいじめ経験を測定するため，
広義・優劣×被害・加害の４通りで各14項目を用
いた。分析の際には，概念的に考慮して２項目を
除外した。「０：まったくなかった」から「７：と
てもよくあった」の７件法を用いた。項目例には，
広義いじめ被害では「たたかれて苦痛を受けた」
がある。劣位いじめ被害では「相手のほうが優位
に立つ状況で」を広義被害の項目内容の前に付加
した。広義いじめ加害では「たたいて苦痛を与え
た」がある。優位いじめ加害では「自分のほうが
優位に立つ状況で」を広義加害の項目内容の前に
付加した。相手が優位という意味を伝えるため「相
手のほうが強かったり，人気があったり，相手が
他の人と一緒になったりした場合など」という説
明文を入れた。加害では「相手のほうが弱かった
り，人気がなかったり，あなたが他の人と一緒に
なったりした場合など」という説明文を入れた。
妥当性を検討するため，高橋他（2009）の攻撃尺度
を用いた。被攻撃は項目の語尾を変えた。中学生
の頃の様々な場面での経験について尋ねた。また，
現在の社会的望ましさを測定するため，谷（2008）

の BIDR-J を用いた。手続き 広義いじめ被害・加
害，優劣いじめ被害・加害という順Ａと優劣，広
義という順Ｂの調査票を作成した。２種類の調査

票を無作為に並べ，参加者に集団で配布した。配
布時には，プライバシーに配慮して個人を特定し
ないことを伝えた。 

結果と考察 
 いじめ経験の回答には床効果があるため，得点
１から３を１に，４以上を２に変換した。カテゴ
リカル検証的因子分析を行った。母数の推定には
WLSMV を用いた。いじめの経験尺度４種類それぞ
れの適合度は RMSEA＝.037～.095，CFI＝.985～
1.00，AGFI＝.967～.998であった。優劣いじめ被
害・加害においては，それぞれ分散が負となる変
数が１つあり，今後の課題として残っている。言
語的因子と関係性因子との相関は．87～.94であっ
た。身体的因子と言語的因子との相関．76～.85
よりも高く，本間（2003）の探索的因子分析の結果
を支持する。経験の因子分析の観点からは，直接
的，間接的いじめの分類よりも，身体・物理的，
心理的の分類が適していると言える。本研究では，
先行研究との関連もかねて細分化して検討するた
め，言語的いじめと関係性いじめを別の因子とし
て扱うことにした。 
 いじめ被害と加害の尺度得点を，各因子に関わ
る質的変数のなかで順序の最も高い値を各領域の
尺度得点とした。他の尺度は各下位尺度で平均値
を求めた。いじめ経験と他の尺度との間でスピア
マンの相関係数を求めた（Table 1）。全てではない
が，いじめ被害と被攻撃は自己欺瞞との相関があ
り，いじめ加害と攻撃は印象操作と相関があった。
しかし，相関は高くない。また，言語的と関係性
との相関のほうが高い箇所も若干あったが，いじ
め被害の得点については被攻撃の別の領域よりも
同一の領域の得点との相関が高い傾向が見られた。
この傾向は広義と優劣ともに見られた。いじめ加
害と攻撃との関連も同様であった。そのため，同
じ領域との相関が比較的に高いことから収束的妥
当性を，別の領域との相関が比較的に低いことか
ら弁別的妥当性を確認できた。いじめ経験と攻撃
尺度との相関はいじめ経験で異なる定義間の相関
よりも低かった。学校でのいじめ経験は様々な場
面での攻撃に関わる経験と関連しつつも異なるこ
とを示唆する。 

Table 1 いじめ被害（加害）と被攻撃（攻撃），社会的望ましさとの相関行列 

 

自己欺瞞 印象操作 身体的 言語的 関係性 身体的 言語的 関係性 身体的 言語的

BIDR-J 印象操作 .11
広義被害 身体的 -.04 ( .05) -.06 (-.18)
（加害） 言語的 -.22 (-.14) -.03 (-.35) .37 ( .27)

関係性 -.27 (-.16) -.01 (-.24) .32 ( .00) .77 ( .61)
優劣被害 身体的 -.07 ( .09) -.05 (-.23) .62 ( .73) .34 ( .25) .25 ( .03)
（加害） 言語的 -.18 (-.08) -.11 (-.34) .34 ( .24) .70 ( .64) .61 ( .44) .46 ( .36)

関係性 -.18 (-.20) -.04 (-.31) .26 ( .05) .65 ( .53) .76 ( .74) .36 ( .15) .77 ( .61)

被攻撃 身体的 -.04 ( .04) -.03 (-.19) .56 ( .65) .23 ( .18) .14 (-.08) .55 ( .61) .23 ( .22) .15 ( .03)
（攻撃） 言語的 -.30 (-.15) -.07 (-.38) .30 ( .21) .60 ( .53) .70 ( .37) .27 ( .20) .54 ( .49) .64 ( .40) .29 ( .37)

関係性 -.21 (-.18) -.02 (-.28) .05 (-.04) .53 ( .44) .70 ( .63) .13 (-.00) .50 ( .41) .68 ( .65) .01 (-.05) .68 ( .57)

（）内の数値：いじめ加害もしくは攻撃の場合

BIDR-J 優劣いじめ被害（加害） 被攻撃（攻撃）広義いじめ被害（加害）
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